
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わたしのまちの福祉プラン 

前浜地区社会福祉協議会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前浜地区地域福祉活動計画は、地域に住む皆さんが 

地域で安心して暮らし続けられるために、 

「子どもの元気！地域にパワー！やっぱりいいな前の浜」という

基本目標を立て、地域全体として取り組むこと、住民のひとり一人

取り組めることを計画的に推進するために策定をしました。 

地域の福祉活動は南国市内で統一してできるものではありませ

ん。地域の実情によって、取り組みは変わってきます。前浜地区に合

わせた継続性のある福祉活動の展開を図るためにも、ぜひ地域 

みんなで取り組んでいきましょう。 

 

１ 

私たち前浜
地区が目指す地域

住民の皆さんが思う地域の良いところ・誇れるところ 

〇 地域ぐるみで防災訓練を実施している／防災訓練の参加者が多い／小学校と連携し防災活動が 

充実している 

〇 子どもたちも大人も一緒に地区事業に参加する／防災訓練、地域美化活動を通して世代間交流 

〇 地域住民同士が適度な距離感で保たれている／近所で助け合えるところ 

〇 小学生のあいさつがよくできている／集団登校の見守りを地域住民で行っている 

〇 各部落の常会長のつながり、結束、協調、連携が素晴らしい 

〇 公民館を中心に地域活性化、社協等の諸団体の連携がとれ地域の住民が参加できる活動、 

行事が行われている 

〇 環境保全活動による環境保全、地域美化ができている／地域の環境整備（農道、水路補修、休耕地

等の除草）ができている／美化活動（花の栽植・コスモス祭り等）の実施 

〇 自然に恵まれている 

〇 黒潮おどる太平洋、田園地帯の香長の平野。清らかに流れる物部川、伊都田神社の杜の 

鎮守様と自然に恵まれ大変風光明媚な土地柄である。昔から災害は無く最良の悠久の丘である。 

子どもの元気！地域にパワー！ 

やっぱりいいな前の浜 
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① 現在ある地域活動や行事等の組織にもっと女性に参画してもらい多様な

意見を取り入れる 

② 次の世代の担い手（50代・60代）を見つけ、伝えていく 

③ 若い世代の住民に対してアンケートなどで意見を聞く 

そのために・・・ 

５年後に向けてみんなではじめよう！ 

前浜地区住民ひとり一人ができることや地域でできること 

☆一人ひとりができること  〇地域でできること 

≪人と人がつながり地域の魅力を再認識する≫ 

☆ 一人ひとりが積極的に地域活動や行事に参加する 

☆ 地域活動や行事等に隣近所を誘って参加する 

〇 前浜地区の若い人たちの意見を聞き、地域活動に活かす 

〇 前浜地区に今ある地域の活動、行事を継続していくとともに、見直しを行い、

参加したいと思える活動等を企画検討する 

〇 祭りやイベント、地域活動の広報を積極的に行い、参加を促していく 

課題まとめ ① 

住民だれもが住み続けたいと思える地域づくり 
 

４ 

住民の皆さんが思う地域の課題 

〈つながり〉 
〇若い世代が少ないため多世代交流がない 

〇常会へ新規加入世帯が少なく、地域組織の存続が難しい 

〇児童・生徒の減少から地域行事が衰退 

〇地域役員の高齢化・後継者不足 

〇市営住宅との交流がない 

 

〈担い手〉 
〇若い世代が少ない 

〇若い世代（子世代）が常会など地域組織を知らない 

〇若い世代の地域貢献意識が低下している 

〇若い世代を育てるという意識改革が必要 

〈情 報〉 
〇情報発信をしても参加者が少ない 

〇常会未加入世帯へ情報が届いておらず交流すく機会が 

少ない 

〇回覧板がきちんと回っていないところもある 

〇常会未加入者、未加入者関係なく情報が伝わっていない 

ことがある 

〇学校から地区への情報発信の方法 

 

〈見守り〉 
〇一人暮らし高齢者・高齢者世帯定期的な声かけができて

いない 

〇高齢世帯の増加により、見守る側より見守りが必要な人が

多い（人材不足） 

〇見守りは必要であるが体制ができていない 

〇子どもが少ないため、学校から一人で帰宅せざるを 

得ないため心配 

〇一人暮らし高齢者に対する話し合いが必要 

〇家から出ない高齢者が多い 

 

〈防 災〉 
〇要支援者や子どもに対する安否確認方法や避難計画 

（ルール作り） 

〇地域の防災活動に参加する人が一緒 

〇避難訓練を実施しているが開催頻度が少ない（日数・回数） 

〇防災活動等地域活動の形骸化 

〇防災意識が低い 

〇空き家の増加 

〈その他〉 
〇伝統行事を賑やかにして住みやすい地域にしたい 

〇地域全体で楽しめるイベントを発掘したい 

〇敬老会などの伝統行事が廃止および中止状態 

課題まとめ ① 

住民だれもが住み続けたいと思える地域づくり 
 

課題まとめ ② 

災害を意識した日ごろからの地域づくり 
 

課題まとめ ③ 

子ども・高齢者への見守り体制ができる地域づくり 
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６月 えんこう祭り 

７月 伊都多神社 夏祭り 

８月 よさこい鳴子おどり 

９月 敬老会 

１０月 

大湊地区民運動会 

大湊出港祭 

１１月 伊都多神社 例大祭 

１２月～１月 イルミネーション点灯（大湊公園） 

１月 新春マラソン＆ウォーキング大会 

２月 文化芸術祭 

３月 さくら祭りぼんぼり点灯（大湊公園内） 

≪前浜地区住民の見守りを充実させる≫ 

☆ 住民同士がお互いに気にかけあう 

☆ 子どもたちへ「いってらっしゃい」、「おかえり」の声かけをする 

〇 住民同士が会話をする場をつくる 

〇 高齢者へのヤクルト訪問等の見守り活動を継続する 

〇 常会長や地域の代表などが集まり、定期的に情報共有の場をつくる 

〇 地域にある見守りのネットワークを広げていく 

≪防災訓練等で住民のつながりをつくり安心安全の地域を目指す≫ 

☆ 声を掛け合って避難訓練への参加をする 

〇 避難訓練に地域住民が参加したいと思える内容の工夫をする 

〇 避難訓練を小地域（避難タワー）ごとに実施する（年に２回程度） 

〇 地域住民みんなで避難タワーの清掃・点検を定期的に行う 

〇 防災組織の見直し、機能強化を図る 

〇 避難タワーの平時の活用方法を検討する 

      例えば・・・（個人で）階段昇降や運動器具を設置し健康づくり 

（住民みんなで）タワーめぐりやお月見 など 

課題まとめ ② 

災害を意識した日ごろからの地域づくり 

課題まとめ ③ 

子ども・高齢者への見守り体制ができる地域づくり 

５ 

 

南国市社会福祉協議会の取り組み 

前浜地区 年間行事・イベント一覧 

６ 

〇 前浜地区住民の皆さんと一緒に地域について考え、取り組みのサポートをします。 

〇 前浜地区が行う地域活動の情報発信等を行い、前浜の魅力を南国市全体にも伝えられるようサポートをします。 

〇 前浜地区の地域活動が充実するよう、状況に応じた情報提供に努めます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※この計画は、前浜地区社会福祉協議会の役員を中心に、話し合い（座談会）のもと作成しました。 

【事前アンケート配布集計】令和３年６月２９日（火）～７月２７日（火） 

【第１回座談会】 令和３年 ８ 月２４日（火） 【第２回座談会】 令和３年１０月 ６ 日（火） 

【第３回座談会】 令和３年１０月２０日（水） 【計画策定日】    令和３年１１月 ８ 日（月） 

 

【策定メンバー】高木 貞夫・高木 節彦・高木 正平・竹身 良文・楡金 美彦・浜田 誠志郎・浜田 寿継・濱田 有一 

前田 博・前田  節夫・森岡 千年・山崎 雅史  （５０音順 敬称略） 


